
６月５日 「ふれあい月間 －子どもの権利条例－」 
 

先週の金曜日には一斉下校がありました。ちょうど、台風２号の影響で雨と

風が強く、本番と同じような下校となりました。一斉下校は、地震や台風の影

響が出ている時など、早く下校した方が良い時に行います。その時には、素早

く安全に下校することが大切です。先週の下校の様子を見ていると、１年生か

ら６年生まで、真剣に下校していました。学んだ経験を本番にも生かしていき

ましょう。 

さて、今月６月はふれあい月間です。改めて、友達との関係で友達を傷つけ

ていることはないか振り返ってみましょう。悪口や暴言、暴力などをしていな

いか、周りの人をいじめたり、差別したりしていないか、また、そういうこと

をされて傷ついている人はいないかどうか、振り返ってみましょう。 

皆さんも知っているとおり、この４月より武蔵野市では「子どもの権利条例」

が定められました。その中で大切にされている子どもの権利には「自由に生き

る権利」「差別されない権利」があります。権利とは「人が生きていく上で大切

にされ、誰にでも平等に与えられ守られていくもの」です。 

皆さんが、生活している学校、家庭、地域で、子供たち一人一人が守られ、

子供たちが安心して生活できるようにしています。これは、大人の人の努力に

よってつくられています。そしてさらに、子どもの権利が守られるには、皆さ

ん一人一人が、皆さんの周りにいる友達をお互いに思いやり、お互いに守り合

うことが大切です。 

今月のふれあい月間では、改めて、お互いの権利について考え、皆さんの学

校生活が安心して送れるように、そして学習や行事などを通して成長できるよ

うに、明るい笑顔で楽しくなるようにしていきましょう。一人一人の努力が、

大きな力となっていきます。 


